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図1．5Vから1Vの小型7A電源

図2．図1の回路の効率
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はじめに
LTC®3832は電圧モード、高効率、大電力降圧スイッチン
グ・レギュレータ・コントローラで、最小3Vの入力電圧で
動作可能です。0.6Vの基準電圧、2個の強力なMOSFETド
ライバ、その他の機能を内蔵しているので、費用効率の高
い、高効率の、最小出力0.6Vの高電流電源を作ることがで
きます。

LTC3832には外部NチャネルMOSFETを使った同期整流
式スイッチング・アーキテクチャが使われています。トッ
プMOSFETのドレイン-ソース間のオン抵抗を流れる電流
を検出することにより、可変電流制限をおこなうので、電
流センス抵抗は不要です。LTC3832の自走スイッチング
周波数は300kHzで、外部から100kHz～500kHzにプログ
ラムするか、または同期させることができます。これらす
べての機能は、高効率で小型のDC/DCコンバータのソ
リューションに役立ちます。

LTC3832には熱保護回路も内蔵されており、接合部温度
が150℃に達すると両方のゲート・ドライバをディスエー
ブルします。デバイスは温度が125℃より下に下がると通
常動作を再開します。

設計例
3V～8Vの入力電圧を受け取る小型の1V/7A降圧DC/DCコ
ンバータの回路図と写真を図1に示します。デザインはオ

プションのSO-8パッケージLTC3832-1をベースにしてい
ます。その効率を図2に示します。

3V～8Vから1.8V/20Aの高効率同期式降圧電源の回路図を
図3に示します。スイッチング周波数はFREQSETピンに接
続された外付け抵抗によって360kHzに設定されています。

通常動作では、プルアップ抵抗によってSHDNピンの電圧
は“H”になります。SHDNピンに100μs以上“L”電圧を印
加すると、COMPピンとSSピンがグランドに引き下げら
れ、Q1とQ2をシャットオフします。
、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。

Switcher CADはリニアテクノロジー社の商標です。
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図3．3.3Vから1.8Vの高効率20A同期式降圧DC/DCコンバータ

図4．VIN = 3.3Vのときの図3の
回路の効率
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IMAXピンからトップMOSFET（Q1）のドレインに外付け抵
抗RQを接続することにより、電流制限機能が実現されま
す。Q1のRDS(ON)と負荷の必要条件をベースにしたRQの値
によって電流制限のスレッショルドを調節することができ
ます。RQの両端に接続された0.1μFのデカップリング・コ
ンデンサにより、スイッチング・ノイズが除去されます。

LTC3832にはソフトスタート回路も内蔵されています。
この回路のソフトスタート電圧の上昇速度はCSSによって
設定されます。

回路の効率曲線を図4に示します。3.3Vの入力に対して最
大90%の効率が得られます。他の出力電圧の場合、単にRA
の値を変えます。出力電圧は0.6Vまで下げることができま
す（表1を参照）。もっと大きな出力電流の場合、MOSFET
を並列に追加し、大きな電流用のインダクタを使います。

表1．異なった出力電圧のためのRA値

VOUT (V) RA (Ω)

0.6 0

1.0 2.00k

1.2 3.01k

1.5 4.53k

1.8 6.04k

2.5 9.53k

まとめ
LTC3832は電圧モードのコントローラで、高電力、低電
圧（最低0.6V）のアプリケーション向けに最適化されていま
す。ソリューションのコストを低く抑えたまま高い効率を
実現する一揃いの機能を備えています。LTC3832を使っ
たデザインはSwitcherCADTM IIIを使ってシミュレーション
することができます。このツールはwww.linear-tech.co.jp
からダウンロードすることができます。

データシートのダウンロード
http://www.linear-tech.co.jp/ds/j3832fs.html
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